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研究成果の概要（和文）：　インバウンド戦略を検討するために定量的調査を実施し、外国人が意識する日本のイメー
ジや強み、及びおもてなしを含めた日本における観光の魅力等について把握するとともに、同じ日本を対象とした日本
人による国内観光旅行がどのような需要によって生じているかに把握を試みた。特に、今年度の分析では訪日人数が欧
米において最も多く、長期に渡って安定的に多いアメリカ人を対象に調査を実施した。その結果、アメリカ人が思う日
本人の強みは、文化・人・食にあることが示さ、その一方で日本人が思う日本の強みがおもてなし・安全・治安という
ように両者で一致しないことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）： To investigate an in-bound strategy of Japan this research has conducted a survey
 to grasp images, strength, and attractive sides such as "Omotenashi" of Japan that foreigners are aware o
f as well as the ones of Japan that Japanese tourists are think of. In particular, we targeted the latent 
demands from the United States of America, which number of the tourists is the greatest from the western c
ountries.  As a result, the survey data shows that people from the USA believe the Japan's strength points
 are the culture, people, and food. On the other hand, Japanese tourists consider the "Omotenashi", safety
, and security as the strength of Japan.  In sum, the foreigners and Japanese deem that different aspects 
are attractive sides of Japan.
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１．研究開始当初の背景 
 
 わが国では、観光が重要政策として位置づ
けられ、外国人観光客の誘客が進められてい
る。オリンピックの招致活動でも話題となっ
たように、近年の日本の観光ビジネスや観光
政策のキーワードとして「おもてなし」とい
う言葉が多用されている。「おもてなし」の
基本は、顧客の視点に立つことであると言え
るが、「おもてなし」とは一言で言っても、
具体的に何が「おもてなし」であるかについ
ては、国によって異なると考えられる。 
 実践面から見れば、わが国のインバウンド
観光を国際的な視座より展開していくため
に、受け手である消費者のコンテクストに応
じた「おもてなし」をはじめ、わが国独自の
様々な観光コンテンツの充実とその提供が
求められる。またそのために、訪日観光客の
満足度を高める国家レベルでの政策展開、さ
らには組織レベルでのマネジメント戦略の
検討が必要である。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究は、このような基本設定に基
づき、未だ明らかにされていない「おもてな
し」の概念の定義と規定要因を明らかにし、
測定手法の開発とそれを用いた国際比較を
通して、国際社会におけるわが国の現状とそ
の特徴を定量的に明らかにすることを最終
的な目的とした。 
 その上で、本研究では、「日本に観光に行
きたい」と思う外国人が日本に何を期待して
いるか、あるいは日本のどのようなイメージ
や強みに魅力を感じて日本へ観光に行きた
いと考えているかを明らかにする。それらを
観光特性と呼ぶとすれば、その顧客の観光特
性に合わせたマーケティングを行うことが
「おもてなし」であるとも言えるであろう。
そのようなマーケティング戦略を実施する
ことができれば、他国よりも日本での観光と
いう選択が行われる可能性が高まると考え
られる。 
 
３．研究の方法 
 まず「おもてなし」の概念化、およびその
定量的把握の検討を行うこととした。具体的
には先行する各領域における研究成果を踏
まえ、さらには観光業に関わる国内外の関係
者へのインタビュー調査を実施し、最終的に
「おもてなし」の概念構成やその規定要因な
どに関する調査票による調査を実施し、定量
的なデータ構築を行うことで検証の準備を
進めることにした。 
 なお、本調査においては、国際比較を視座
に入れているため、当該研究課題において関
連する、先行研究および当該課題に関しての
研究実績を要し、データの構築が進められて
いる諸機関などとも意見交換を実施し、国際
比較研究により活用しうるデータ構築の方
法と内容の検討を行うという手続きをとる

こととした。 
 ついで、インバウンド戦略を検討するため
に、外国人が意識する日本のイメージや強み、
及びおもてなしを含めた日本における観光
の魅力等を把握するアンケート調査を設計
することにした。また同じ日本を対象とした
日本人による国内観光旅行がどのような需
要によって生じているかも合わせて把握し、
外国人と日本人がそれぞれ日本での旅行に
どのようなことを求めているかの比較を行
うことにした。 
 今年度の分析では訪日人数が欧米におい
て最も多く、長期に渡って安定的に訪日人数
の多いアメリカ人を対象に調査を実施した。
日本政府観光局 JNTO「国別訪日外客数」
（2013 年）では、およそ 80 万人のアメリカ
人が日本を訪れている。データのサンプルは、
アメリカ全土（アラスカ・ハワイは除く）の
20 歳から 69 歳の男女、1000 人である。また
海外旅行のアンケートに適切に答えられう
る回答者を得るために、海外旅行に 2 度以上
行ったことのある人を対象とすることにし
た。 
 この調査データを用いて、因子分析と回帰
分析によって次の点について検証を行って
いる。1 つは、アメリカ人が「海外での観光
で重視すること」や「魅力に思う文化や食」
また「観光旅行形態」は何であるかというこ
と、そしてそれらの変数が「日本に観光に行
きたい」という意向にどのように寄与してい
るかという関係性を見た。2 つめは、日本全
国に存在しうる文化や食の独自性をどのよ
うに展開していくかを検討するために、地域
別の観光意向が各地域のイメージによって
どのように影響を受けるかという分析を行
った。さらに、日本人が日本での国内旅行に
行く際に何を重視し、どのような形態を好ん
でいるかについて同じ分析を行い、アメリカ
人との比較を行った。 
 
４．研究成果 
（1）アメリカ人と日本人が捉える「日本の
強み」に関するギャップ 
 本研究の結果としては、「おもてなし」と
いう言葉について「内容を知っている」とい
う回答が12.9%、「聞いたことがある」が14.0%
で、海外旅行経験のあるアメリカ人のおよそ
4 人に 1 人が言葉を知っているという結果で
あった。またその言葉そのものについても、
日米間において「おもてなし」の概念が異な
ることが明らかとなった。 
 日本のイメージについては、アメリカ人が
「culture, sushi, crowds, people, samurai, food, 
history, tradition, technology, cherry blossoms」
と回答している一方、日本人の回答を見ると
「富士山、安全、四季、温泉、治安、和、京
都、自然、文化、安心」となっている。また
アメリカ人が思う日本人の強みの上位 3 つは、
「culture（文化）、people（人）、food（食）」
が示され、これらが日本の強みとして捉えら



れていることが明らかとなった。その一方で
日本人が思う日本の強みが「安全・治安・お
もてなし」という結果であり、両者の間に大
きなギャップがあることが明らかとなった。 
 さらに単語の連関分析を行った結果では、
「food」と「culture」、「culture」と「people」
がつながっていることが示された。Food には
safety や sights や hospitality という言葉が関わ
り、culture には history, nature, unique, different
という言葉が結びついている。そして People
には、kind, smart, nice, friendly とともに
industry, cars, working という言葉が付随して
いる。 
 これらの結果から示唆されることとして
は、「文化」と「食」および「人」の融合が
アメリカ人の観光客を増やしていくために
これらをつなげて、世界に発信していくこと
が有効である可能性が高いことが挙げられ
る。加えて、文化や食や人は「おもてなし」
の構成要素として位置づけることができる
ため、これら「文化」、「食」、「人」の融合を
どのように位置づけていくかが、「おもてな
し」を概念的に検討していく上で重要となる
と言える。 
 
（2）アメリカ人の「観光特性」因子と「日
本に観光に行きたい」という意向へ寄与する
因子 
 日本に観光に行きたいアメリカ人は、どの
ような観光特性を有するかを検証するため
に、「観光で重視する項目」に関して因子分
析を行ったところ、８つの因子が抽出された。
またその８つの因子を独立変数として、「日
本に観光に行きたい」という従属変数に関す
るステップワイズ回帰を行った。 
 統計的に有意であった変数について標準
化回帰係数の大きい順に見ると、「出会い・
交流」と「新体験」がそれぞれ 0.20 で最も大
きく、「公共交通機関・利便性」が 0.14、「名
所・観光スポット」が 0.09、「買い物」が 0.08
であった。なお、注目されることとして「も
てなし因子」（人々が親切、人々がやさしい、
接客が丁寧、接客が快適で構成されている）
は統計的に有意でなかった。他に有意でなか
った因子は「リラックス因子」と「低価格因
子」である。 
 この推定結果から、人と触れ合う場を増や
していくこと、また人との出会いを通じて、
日本独自の文化や食に関する新体験を得て
もらうことの重要性が示唆される。 
 また先に、「文化・人・食」という強みを
強化していく重要性について述べたが、これ
らを日本への関心と捉えて、食と文化に関連
する設問項目をもとに因子分析を行った。そ
の結果、「日本の文化」、「日本の食」、「日本
のポップカルチャー」と名付けることのでき
る３つの因子が抽出された。さらに、「日本
に観光に行きたい」変数に対してこれらの因
子を独立変数とし、ステップワイズ回帰を行
ったところ、近年日本の新たな特徴として注

目を集めているポップカルチャーよりも、日
本の伝統文化が観光意向に対する寄与度が
大きいことが示された（標準化係数は 0.54）。
それに続いて日本の食が 0.33、ポップカルチ
ャーが 0.24 という結果であった。 
 この推定結果からも、文化と食が日本への
観光を誘発しうる要素となることが示され
た。加えて伝統的な日本を発信することが大
きな効果を与えうることが示唆された。 
 「日本に観光に行きたい」という意向をも
つアメリカ人がどのような旅行形態を選好
しているかについての傾向を見ると、統計的
に有意な関係性が見られたのは、「周遊型」、
「旅館」、「地域独自の料理」、そして「料理
の質」であった。 
 アメリカ人が考えているこれらの日本の
強みを徹底的に伸ばすこと、好む観光形態に
あわせたサービスの提供可能性を高めてい
くことがインバウンド戦略として必要であ
ると言える。 
 
（3）「地域別」の観光意向とイメージ認識 
 日本ではどの地方、どの地域においても、
「文化」と「食」と「人」が存在している。
つまり、これまでの結果を踏まえれば、目立
った観光資源がない地域であっても外国人
観光客をひきつけることはできると言える。 
 しかし、地域別の観光意向を見ると、地域
ごとに意向の高い地域と低い地域があるこ
とがわかる。そこで、それぞれの地域のイメ
ージ認識と観光意向の関係性を見たところ、
明らかな正の関係が示された。つまり、イメ
ージが浮かばなければ、あるいは知らなけれ
ば、選ばれないということが指摘される。し
たがって、観光客の誘致のためには、日本の
地方のブランド構築戦略を検討し、各地域が
明確なイメージを発信することが必要不可
欠である。 
 
（4）アメリカ人と日本人における寄与する
観光特性因子の比較 
 日本人のデータでは、観光に関して、９つ
の因子が抽出された。分析でアメリカ人デー
タによる分析を異なった点は次のとおりで
ある。アメリカ人分析では「おもてなし」因
子が統計的に有意でなかったが、国内観光に
ひかれる日本人においては「おもてなし」因
子が有意であった。また日本人に関する分析
からは、「リラックス因子」が有意であるこ
と、かつ回帰係数がもっとも高いことが示さ
れた。さらにアメリカ人のデータでは抽出さ
れなかったが、「知識・教養」因子が日本人
観光客には重要な点であることが示された。 
 これらの結果から、アメリカからの海外旅
行客とは大きく異なる観光特性をもつこと
が示されたとともに、日本的な「おもてなし」
は、アメリカ人が考える「おもてなし」とは、
異なるようである。 
 今後の課題としては、本研究の結果を実践
活動につなげていくことが重要であり、その



ことにより、日本の各地域のブランド構築戦
略の検討が可能となる。本研究は、アメリカ
人を対象としたものであり、今後は、アジア
圏や欧州の消費者を対象に同様な研究を進
める必要がある。 
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